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令和５年度地域の絆づくり事業 第３回講座 

「ジモトーク de 内海の地域づくり！」 
 

令和５(2023)年２月２１日(水) 15:30～17:30 

海南市立第三中学校（参加者１２名） 

 

１． 内海ジモトーク 

 

① 来年度もジモトークを内海地域で継続してくことが公民館長から語られる 

 → 月に１度、水曜日に公民館を開館して開催する 

 → おっちゃんやおばちゃんと気を遣わずに一緒にしゃべろう 

→ 「何かやりたい」「こんなことやりたい」という話もここでできる 

→ 無理せず、気軽に集まってほしい 

→ 次回は、４月２４日（水）１５時から開催予定 

→ 「きいちゃんの災害避難ゲーム」をやりながらのジモトークを計画

している 

 

【これまでの経過】 

第２回講座開催後、内海公民館に拠点を移し、中学生の参加を有志にして、１２

月と１月にそれぞれ１回ずつジモトークを開催した。 

いずれも、中学生の参加は２名だったが、地域の大人とお茶を飲みつつ、内海で

やってみたいことについて楽しく語り合った。 
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② 「きいちゃんの災害避難ゲーム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 企画委員会議（確認事項） 
 

・次回は「きいちゃんの災害避難ゲーム」やりながらジモトークを実施する 

・ゲームは 5 セット準備するので可能な限り来てもらいたい 

・最初から最後までいなければならないということではない 

・お茶を飲みながら気軽にこどもと話をするというスタンスで、無理なく継続できたら

と考えている 

・企画委員以外でも、来てもらえる人がいれば声をかけてほしい 

・４月から中学生になる、内海小学校の６年生にこの取組を紹介する意味も兼ねて、３

月４日(月)に内海小学校でジモトークを実施する 

・月１回のジモトークの時間は、公民館は開けて誰かがいるようにする 

 

 

３． 第１回講座ゲスト宮本朋子氏からの助言 
 

・地域活動は、まず、進めている方々が楽しむことが大事 

・公民館が月に一度、本来休館の日をこどもの要望で開館するようにしたことはすごい 

  →こどもたちに「自分たちの声が反映された！」と実感させることが大事 

・参加したこどもは、この取組をとおして、「自分の存在が誰かから必要とされてい

る」、「地域の人がこんなに喜んでくれる」ということを実感したと思う 

→これがこどもにとってすごくプラスになる 

 

中学生：やってみたい！ 

公民館長：じゃあやってみよか！ 
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・第１回講座のグループワークで意見として出されていた、「地域の拠点があればな」

を実現したことがすばらしい 

・まだ、中学生の参加は少ないようだが、まずは、今参加しているこどもを大事にし

て、「やってよかった」、「私はこんなに人の役に立つんだ」と実感してもらえるよう

にすることが大事 

・中学生に限定するのではなく、高校生や大学生を巻き込むということも検討してはど

うか 

  →《海南市社会福祉協議会》 

海南高校が総合的な探求の時間で地域に貢献した活動をやりたいと考えてい

る。ジモトークと絡めることもできるのではないかと考えている。 

 
 
４．ふりかえりシートから 
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５．その後 
 
〇企画委員の計画で内海小学校６年生とジモトークを開催! 

 

 

 

 

 

 

【アンケートの集計結果】 
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〇令和 6 年４月２４日(水)１５時～ 次回内海ジモトーク開催予定！ 

 

              開催チラシ 


